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南摩綱紀『追遠目録(一名下野紀行)j訳注(下)

道坂昭康

本稿は、南摩綱紀『追遠目録(一名下野紀行)jに附された詩の訳注である。『追遠目録』は、

明治 17(1884)年7月27日に東京を川蒸気船で出発し、佐野・唐津山・足利を訪ね、 8月2日

蒸気機関車で熊谷より帰着した旅行の記録であり、漢文で綴られている。本文にあたるこの記録

の訳文は、「南摩綱紀『追遠目録(ー名下野紀行)j訳注(上)Jと題して、『四天王寺大学紀要J

第47号 (2009年3月)に発表した。南摩綱紀と『追遠目録』についてはそちらで簡単に紹介し

たので、本稿では省略する。本稿において語注は、典拠のある言葉だけでなく、南摩が意識して

用いているかどうかはさておき、中国の詩文に用例のある表現はできるだけ指摘するようにした。

漢詩文が東アジア共通の文芸であり、いわゆる漢語、或いは漢語的表現が共有の言葉であったこ

の時期の、日本における一つの例として示すことができるのではないかと考えたからである。

附録

後東京

二州橋畔買軽舟、 二州橋畔軽舟を買う、

織月微風麓荻秋。 繊月 微風董荻の秋。

酵夢醒時天漸白、 酔夢醒めし時天漸く白く、

依然身入下毛州。 倹然として身は下毛州に入る。

-買軽舟=明・沼允臨「蕪陰晩眺」詩「欲買軽舟酔明月、緒山東間稼陵秋Ja輪塞館集』巻 1)。
繊月微風=清.1番突僑「博望駅七夕用義山韻」詩「雲髪玉管自今夜、繊月微風又一時Jcr三松堂
集詩集』巻4)。 ・蓮荻秋=元・慮埼「題補魚図」詩「白衣漁父独操舟、両岸西風麓荻秋Ja圭
峰集j巻上)0 ・酔夢醒時=宋・張炎「鳳風台上'憶吹篇J詞「酔夢醒時、却是山陰Ja山中白
雲調疏証』巻1)0 ・天漸白=明・沼鳳翼「喬光禄招集如如斎即事」詩「出門天漸白、部水欲

生潮Jcr活動卿詩集』巻 16)0 ・依然身入=宋・泡仲j奄「定風波」詞「花花映浦無尽処、悦然
身入桃源路Ja活文正公詩徐j)。また、清・董元度「説夢賦」蹴「其始也、如屡楼之成、燦然而
現莫可名之状口其終也、如浮雲之散、倹然而入無可有之郷Ja奮雨草堂詩J巻4)。
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両国橋のたもとで快速の舟を雇う、細い月は天上にそよ風が岸辺の麓や荻をそよがせる秋景色。

酔って眠り自覚めれば空がだんだんと白みはじめていて、たちまちのうちに自分は下野の国に

入っていた。

*三島中州は「汽般の迅疾、言外に隠然たり、妙」と評している。南摩のこの記録は、ジャン

ルを問わず文学作品に川蒸気船が登場する早い時期の作品と思われる。確かに、詩は秋の風景を

詠う一方で、蒸気船の高速性を詠っており、明治の新事物の紹介という意図も込めていると思わ

れる。

ただ、「軽舟」は、軽快な舟と共に小舟のイメージもあり、江戸以来の和船よりはるかに大型

である通運丸を表現するに適切な言葉であったかどうか。また、この言葉も含め詩の描写は全体

に、古典世界の雰囲気が強いように感じられる。

園府奮社(在藤岡)

嘗年園府那遺求、

菜園桑畦交稲時。

情仰宣無今昔感、

夕陽吟断古丘秋。

当年の国府那辺に求む、

菜園桑畦稲障に交ゆ。

術仰すれば量に今昔の感無からんや、

夕陽吟断古丘の秋。

-当年=唐・許揮「成陽城東楼」詩「行人菓間当年事、故国東来清水流J(r議室律髄』巻3)。

菜園桑畦=清・陳景鐘 詩題「雷峰之下如上清宮・普寧寺・浄寧院、皆古利也。今巳基祉莫考突。

乾隆戊午冬、予与柳亭・鴻雪、歩週峰之陰、並湖市西、悉菜園桑畦、荒部冷暦、難有一二漁舎禅

関、亦柴扉昼掩、寂若無人J(r両i折輪軒録』巻23)0 ・交稲障=唐・張籍「祭退之」詩「北台

臨稲薦、茂柳多陰柳J(r張司業集』巻7)0 ・術仰の句=I術仰古昔、不覚泊下泊衿J(明・劉

若愚『酌中志j巻22見開演事雑記)。また斎藤拙堂「三月廿三日、与梁星巌、牧讃斎、頼立斎諸

子同瀧札林、憶嘗庚寅夏、字星巌、章貧斎誹此、屈指己二十四年実J詩「傭仰量今昔感、今人猶是

古人心J(r鉄研斎詩存』巻8) ・夕陽吟断=唐・章荘「春雲」詩「王祭不知多少恨、夕陽吟断

一声鍾JUi涜花集』巻六)。また、唐・李商隠「晋昌晩帰馬上贈j詩「征南予更遠、吟断望郷台」

U李義山詩集』巻下)。

当時の国府の跡はどこに求めることができょうか、野菜畑や桑畑が水田の間にある風景。

時代の移り変わりを思わないでおれょうか、夕陽射す古びた岡の秋景色を前に朗詠の声も途切

れてしまった。



孔子神

莫是庫餐教五倫、

至今風俗撲而淳。

土人不識嘗年事、

猶喚村南孔子神。

南摩綱紀『追遠目録(ー名下野紀行).]訳注(下)

是れ摩饗の五倫を教うる莫きも、

今に至るも風俗撲にして淳。

土人は識らず当年の事、

猶お喚ぶ村南孔子神と。
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-庫餐=韓愈・孟郊「城南聯句一百五十韻JI駆明出庫妻、鮮意棟軽暢Ja東雅堂昌家集註』巻8)。
また、「郷中有賢者、皆集在庫学J(r周礼』地官・郷大夫「三年則大比、孜其徳行道芸、而興賢者、

能者J疏)0 ・五倫=I五常、父義、母慈、兄友、弟恭、子孝J(r尚書』泰誓下「狩侮五常J疏)。

「五倫」は明以降、使われる言葉。風俗撲而淳=明・文徳翼「南康万震垣先生八十序JI余観

風気、康土厚重、撲而淳、康之人士、篤実恭謹J(r求是堂文集j巻9)。また、明・張居正「少

師存斎徐相公八十寿序JI万暦以来、主聖時清、吏治廉勤、民生康阜、紀綱振粛、風俗撲淳Ja張
太岳先生文集』巻7)0 ・土人不識嘗年事=明・越幅「畑霞洞鄭子貞隠処」詩「野人不識当年事、

笑道隣無姓鄭家Ja石墨鋳華』巻8)。

ここには学校があって人間にとって大切な五つの倫理を教えているわけではないが、現在に至

るまでその風俗は純朴であるO

土地の人はその当時のことを知りはしないが、それでも今もなお村の南の嗣を孔子神と呼んで

いる。

訪森鴎村賦贈

桂玉幾星霜、 桂玉幾星霜、

朝経兼暮史。 朝経暮史を兼ぬ。

撃己有淵源、 学己に淵源有り、

懐他談空理。 他の空理を談ずるを懐ず。

一朝有所感、 一朝感ずる所有り、

決然蹄田里。 決然として田里に帰る。

弼耕十年力、 弟耕十年の力、

養成済済士。 養成す済済たる士。

-桂玉=I蘇秦日、楚国之食貴於玉、薪貴於桂J(r戦国策』巻16楚策三)0 ・幾星霜=宋・洪

結「過封郎見熊主簿」詩「離家多歳月、去園幾星霜J(r都陽集』巻2)0 ・朝経兼暮史=宋・

王応麟「康節先生勧学日、二十歳之後、三十歳之前、朝経暮史、昼子夜集Ja小学紺珠j巻4芸
文類・四部・四類。また『困学紀聞』巻20)0 ・撃己有淵源=宋・張守「祭謝参政文JI惟公

学有淵源、文有典則J(r毘陵集』巻10)。 ・懐他談空理=I直白先生、陶弘景・・・其時人皆
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談空理、不習武事Ja太平広記』巻15神仙十五所収「神仙感遇伝J)0 ・決然蹄田里=唐・呉
融「関郷卜居」詩「六載抽重量侍禁閣、不堪多病決然帰J(r万首唐詩絶句J巻49)。また、「上賢

而釈之、遷為築揚令、賭恥為令、称病、帰田里J(r漢書』巻50汲鰭伝)0 ・済済士=T済済多

士、文玉以寧Ja詩経』大雅・文王)。

他国で苦学すること幾年か、朝に経書を読みそのまま夜に史書を読むという勉強ぶり。

その学問は既にちゃんとした基盤が完成し、他の人が空論を語るのを恥ずかしく思っていたO

ある時、考えるところがあり、きっぱりと故郷に帰った。

みずから田畑を耕すこと十年、多くのりっぱな若者を育てた。

奔唐津神社

唐津山高幾千尺、

轟轟衝天釜巌石。

絶顛有井深敷偲、

大皐千日不曽調。

唐沢山は高きこと幾千尺、

轟轟として天を衝き巌石を釜やかす。

絶顛にして井有り深きこと数初、

大皐千日 曽て酒れず。

-高幾千尺=宋・梅嘉臣「石扉路」詩「蛸挽直上幾千尺、下有石路毒苔青J(r宛陵集』巻26)。

轟轟衝天=漢・司馬相如「上林賦Ji於是乎崇山轟轟、寵ili従崖窺Ja文選J巻8)。また、 i(天狗
星)・・・望之、如火光炎炎衝天J(r史記』巻27天官書)。

唐沢山は高さは何千尺、すっくと天を突き岩を釜え立たせている。

切り立った頂上でありながら深さ数初もある井戸があり、大皐魅が千日続いてもj回れたことが

ない。

維昔将軍城此巌、

数高批虎擦鎮壁。

何物新皇怒鳴嚇、

閥左八州悉蚕食。

将軍一戦諏討平、

接武遠祖諒姦績。

果見鈴慶及孫子、

将軍五世族三百。

きず

維れ昔将軍此の顛に城き、

数万のを比虎 鎮壁に拠る。

何物ぞ新皇鴎嚇を?~にし、

関左八州 悉く蚕食さる。

将軍一戦して轍ち討平せしは、

武を接す 遠祖の姦を詠せし績に。

果して見よ余慶孫子に及び、

将軍たること五世族三百。

-貌虎=i昂哉夫子、尚桓桓、如虎如貌、如熊如黒、子商郊Ja尚書J牧誓)0 ・擦鎮壁=宋・
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徐積「和{克復」詩「金城不可破、銭壁不可奪Ja宋詩齢、』巻41)0 ・恐喝嚇= w荘子J秋水篇
の寓話に基づく 0 ・蚕食=I昭王得菰推、廃穣侯、逐華陽、彊公室、杜私門、蚕食諸侯、使秦

成帝業Ja史記J巻87李斯列伝)0 ・討平=I及車騎将軍皇甫嵩討平黄巾、盛称(慮)植行師
方略Ja後漢書』慮植伝五十四)0 ・接武遠祖=I堂上接武、堂下布武Ja礼記』曲礼)。また、
「古来辞人、異代接武Ja文心彫竜』物色篇)0 ・鈴慶及孫子=I積善之家、必有余慶。積不善
之家、必有余殊Ja易』坤)。

昔秀郷将軍はこの頂上に城を築き、数万の強兵が黒鉄のような壁のこの城に拠った。

何物であろうか新皇を称した者が威嚇の声を恋にして、関東八州はすべて蚕食された。

将軍がたつた一戦で討ち平げたのは、姦悪な蘇我氏を訴殺した遠祖の功績を継ぐものである。

果してその余慶は子孫に及び、将軍の位を継ぐこと五世 一族は三百にも枝分かれし繁栄した。

特旨追贈正三位、

新廟樫記永突突。

脆薦費繋輿清酌、

情仰山河感今昔。

網紀辱列公胃喬、

誓纏公志報家園。

雲漠漠今風粛粛、

悦然俊覚神来格。

特旨もて追贈さる正三位、

新廟耀記永く突突。

脆きて頚察と清酌を薦め、

山河を傭仰して今昔を感ず。

網紀辱なくも公の胃喬に列し、

誓いて公の志を継ぎ家国に報ぜん。

雲は漠漠として風は粛粛たり、

悦然として俊ち神の来格を覚ゆ。

-追贈=I初常少・張隆勧(公孫)述降、不従、並以憂死。帝下詔、追贈少為太常、隆為光禄勲、

以礼改葬之J(W後漢書』公孫述伝三)0 ・新廟の句=I新廟突突、実斯所作J(W詩経』魯頒・
関宮)0 ・躍記=I来方種施、以其辞黒、与其黍稜J(W詩経J小雅・大田)。また「吾子孫其覆
亡之不暇、而況能程前日許乎Ja春秋左氏伝j隠公十一年)0 ・脆薦=宋・朱嘉「山北紀行十二
章章八句」詩「諌塘徳容陣、脆薦寒流碧J(W晦蓄集』巻7)0 ・頭繋=I有有明信、 j問委谷沼j止
之毛、頚繋蓋藻之菜、僅笛錆釜之器、演?子行涼之水、可薦於鬼神、可基於王公J(W春秋左氏伝』

隠公三年)0 ・清酌=I凡祭宗廟之礼・・・酒日清酌J(W礼記』曲礼下)。また韓愈「祭柳子厚

文Jr韓愈、謹以清酌庶差之集、祭子亡友柳子厚之霊Ja東雅堂昌家集注j巻23)0 ・胃喬=I呉
周之胃育也、而棄材海浜、不与姫通Ja春秋左氏伝』昭公三十年)0 ・継志=I善教者、使人
継其志J(W礼記J学記)0 ・雲漠漠今風薫粛=清・王柏心「送唐子方擢守輩昌府序JI同携清酒、

祖帳晴川。風粛粛分班馬鳴、雲漠漠分驚鴻起J(W王柱堂全集J巻49)0 ・神来格=I祖考来格、
虞賓在位J(W尚書J益稜)。

天皇の特別なおぼしめしで正三位が贈られた、新しく作られた廟の祭杷はこの後も長く麗しく
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盛んなことであろう。

脆き粗末なお供えと清酒をお供えし、山河を見渡せば遥かな時間の経過を思わないではおれな

し瓦。

私綱紀は君主なくも秀郷公の一族の末喬に列なっている、誓って公の志を継いで一族と国家の恩

に報おう。

雲はもくもくと湧き風は粛々と物寂しく、悦惚とした気分のなかでたちまちに公の霊がお出で

になるのを感じた。

聞佐野常世事

馬溺遇佳客、

盆梅得好荘。

鋳万輿痩馬、

葵心豊意忘。

馬溺佳客に遇う、

盆梅好荘を得。

銭刀と痩馬と、

葵心量に意忘れんや。

-佳客=杜甫「雨二首J其一「佳客適万里、沈思情延{宇J(W社詩詳注』巻15)0 ・葵心=曹植「求

通親親表JI若葵嚢之傾葉、太陽難不為之廻光、然終向之者、誠也。臣籍自比葵菱、若降天地之施、

垂三光之明者、実在陛下J(W文選』巻37)。

馬が放尿したのがきっかけで優れた人を客として迎えることになり、梅の盆栽にちなんでよい

荘園を賜った。

銭びた万と痩せ馬であっても、主君への忠義の思いをどうして忘れることがあろうか。

窮達不饗虞志士、

誰言此事属荒唐。

千歳猶留嘗時物、

正雲寺畔薬師堂。

窮達変らざるは真の志士、

誰か言わん此の事荒唐に属すと。

千歳猶お留む当時の物、

正雲寺畔薬師堂。

-窮達不変=元・謝応芳 詩題「亀巣老人謝蘭、謂之目、夫人以倹徳立身、惟窮達不変者君子。

建之拙詩。数輩亦日、備葺桂之用云J(W亀巣稿』巻 17)。 ・荒唐=韓愈「桃源図」詩「神仙有

無何砂昔、桃源之説誠荒唐J(W東雅堂昌家集注』巻3)。

窮迫や栄達で信条を変えないのが本当の志士である、この故事が事実ではないなどと誰が言う

のだ。

長い年月を経てもまだその当時の品々が保存されているのだ、正雲寺のそばの薬師堂に。



訪佐野郷賦贈

岳降之神邦家傑、

南摩綱紀『追遠日録(一名下野紀行).]訳注(下)

岳降の神邦家の傑、

華胃遥出自神別。 華胃 遥かに出づるは神別自りす。

(本邦氏族有神別皇別等吾系則出天御中主神故日神別)

本邦の氏族神別・皇別等有り、吾系は則ち天御中主神に出ず、故に神別と日う

嚢祖忠勇詠鯨鋭、 嚢祖忠勇にして 鯨鋭を諒し、

孫子百世悉護越。 孫子百世悉く発越たり。

7 

-岳降之神=I維巌降神、生甫及申Ja詩経』大雅・怒高)0 ・邦家傑=I楽只君子、邦家之基」
(r詩経』小雅・南山有台)。また、宋・呂本中「符離諸賢」詩「二三子実乃邦家傑、我来従之準J

(r東莱詩集』巻1)0 ・華胃=I鎮遠王擢表羅・秦二州望族、自東徒己来、遂在成役之例、既

衣冠華胃、宜蒙優免、従之J(r晋書』巻107石季竜載記上)0 ・嚢祖=晋・陸機「晋故散j騎常

侍陸府君諒JI本崇嚢烈、堂構克栄J(r陸子竜集』巻5)0 ・諒鯨鋭=I古者明王伐不敬、取其

鯨鋭而封之、以為大裁J(r春秋左氏伝』宣公十二年)0 ・発越=漢・司馬相知「上林賦JI郁郁

弄葬、衆香発越J(r文選j巻8)。

高千穂に天下られた神こそ我が国の英傑、我が高貴な家柄は遠くこの神を出自とするのである。

先祖は忠勇にして大悪人を訴したが、百代にも列なる子孫もみな歴史に紛々とした香気を残し

ている。

余訪宗家拝遺物、

思古感今集欝勃。

時勢難異道則問、

不論江湖輿貌開。

輿君同遇聖明世、

何以能紹公鈴烈。

余宗家を訪ね遺物を拝し、

古を思い今に感じ気欝勃たり。

時勢異にすと難も道は則ち同じ、

江湖と貌関とを論ぜず。

君と同じく聖明の世に遇う、

何を以て能く公の余烈を紹がん。

-遺物=貌・曹杢「悼天賦JI感遺物之如故、痛爾身之独亡Ja嚢文類家』巻34人部十八哀傷)。
思古感今=漢・劉散「遂初賦序JI後徒五原太守、志意不得。経歴故晋之域、感今思古、遂作斯賦」

a塞文類緊』巻27人部十一行旅行)。また、白居易「蓑五」詩「莫怪相逢無笑語、感今思旧戟門
前Ja白氏長慶集J巻 15)。 ・道則同=宋・韓埼「次韻答磁州王復都官」詩「本邦為守獲隣封、
民政難殊道則同J(a安陽集j巻 8)。 ・江湖奥貌閥=李白「金郷送章八之西京J詩注 I(宋)

楊斉賢日、…太白此詩、因別友而動懐君之思、可謂身在江湖、心存貌閥者失J(r李太白集分類補

註j巻 16)。 ・遇聖明世=晋・張華「晋凱歌・命持出征歌JI今在聖明世、冠虐動四坂J(r古

詩紀』巻50)0 ・徐烈=I由此知越世世為公侯失。蓋爵之余烈也J(r史記』巻 114東越列伝賛)。
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私は宗家を訪問し伝来の品々を拝見し、昔を思い今に感じふつふつと気持ちが高ぶってきた。

時勢は異なっていても踏み行うべき道は同じであり、在野にあろうと朝廷にあろうと関係はな

し=。

君と同じく聖明な天皇の御代に生まれ合わせた、どのようにして身に流れる秀郷公の忠烈を引

き継ごうか。

足利皐校

曽開園皐化州郷、

聖像依然億在堂。

特旨賜金新憲典、

遺編満笥奮葬章。

金聾玉振徳無極、

春諦秋絃教有方。

待見儀型皆復古、

養成忠孝立網常。

曽て国学を開き州郷を化す、

聖像依然僚として堂に在り。

特旨もて 金を賜い憲典を新たにす、

遺編笥に満つは旧き葬章。

金声玉振徳極り無く、

春に諦し秋に絃し 教に方有り。

待見儀型皆な復古、

忠孝を養成して綱常を立つ。

-開園皐=r南唐跨有江准、鳩集典墳、特置学官、浜秦准、開国学、其徒各不下数百。所統州県、
往往有学J(馬令『南唐書J巻29帰明伝下第一九)0 ・聖像依然=清・朱葬尊「天平山謁活文

正公嗣J詩「泡公嗣屋此山中、石街抽萌万努向。遺像依然窮塞主、義田不改旧家風JU曝書亭集J

巻22)0 ・億在堂=明・童糞「過安慶謁余忠宣公嗣J詩「麹我嘗奔公湖水傍、繍衣玉節何煙'埠。

今公遺像億在堂、九原不作沸四湧J(r尚綱蔚集J巻3)。 ・憲典=r橡清識年当、明子憲典、
勉岨之哉JU三国志』巻24貌書・高柔伝)0 ・遺編満笥=明・程敏政「贈李士敬錦衣進署千戸」

詩「太師勲徳天下問、遺編涌架留香芸JU筆敢文集』巻82)。 ・奮葬章=明・文徴明「観駕幸

文華聴講J詩「千載明良真際会、九朝文物旧葬章J(r甫田集』巻10)0 ・金聾玉振=r孔子之
謂集大成、集大成也者、金声而玉振之也。金声也者、始僚理也、玉振之也者、終僚理也Ja孟子』
万章下)。また、「唯天子建中和之極、兼総保貫、金声玉振J(r漢書』巻58児寛伝)0 ・春諦秋
絃=r春諦夏弦、大師詔之普宗。秋学礼、執礼者詔之。冬読書、典書者詔之。礼在普宗、書在上
摩J(r礼記』文王世子)0 ・有方=r有人於此、其徳天殺。与之無方、則危吾国、与之為有方、
則危吾身JU荘子』人間世)0 ・待見=r賓客待見而不敢去、車騎交錯而不敢進J(r後漢書』
仲長統伝三十九)0 ・儀型=蘇戟「坤成節集英殿宴教坊詞・小児致語Jr惟流伝於歌舞、庶努霧
其儀刑J(r東坂全集J巻115)0 ・復古=r車攻、宣王復古也JU詩経』小雅・車攻序)。
立綱常=元・劉麟瑞「丞相信国公文公天祥」詩「六籍一時光日月、孤忠千古立綱常J(r元詩選二

集J巻3)。
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昔 国学を開いてこの地域を教化した、孔子様の像は変わることなく厳めしく教堂にある。

天皇の特別な思し召しで下賜金を得て制度を新たに整えたが、伝えられてきた書物は書棚にー

杯 すべて人の道を説いた昔の典籍。

智徳全て備わった儒学の徳は極まりないほど広大で、春には経典を朗請し秋には楽を学びと教

育にはきちんとした規則がある。

弟子の身ごなしゃ儀典はすべて古代を再現したものであり、忠孝の徳を養成し人として遵守す

べきあり方が定められている。

鍍阿寺

欲借禅楊避炎塵、

一椀苦茶爽，心神。

寺僧為余陳遺物、

古色蒼然悉奇珍。

禅楊を借り炎塵を避けんと欲す、

一椀の苦茶心神を爽やかにす。

寺僧余の為に遺物を陳ぬ、

古色蒼然として悉く奇珍。

-借禅楊=元・薩都刺「宿竜龍i草寺」詩「倦遊借樟楊、客意箱、従容J(r元詩選初集』巻34)。

炎塵=宋・呂本中「寄温州希用上人」詩「炎塵満天地、懐子遜湖江J(r東莱詩集』巻 11)。

苦茶=I今呼早采者為茶、晩取者為若、一名奔、萄人名之苦茶。Ja爾雅』釈木「積、苦茶J郭
瑛注)。 ・爽心神=宋・楊万里「和厳州添伴越彦先寄四絶句J其一「不見王孫今九春、新調麗

曲爽心神J(r誠斎集J巻22)。 ・古色蒼然=I隷書自中郎而下、世不乏人、然東京之筆、古色

蒼然J(r五雑組』巻7 人部) ・珍奇=I遣人通越録王閤侯、遺以錦吊奇珍。録王閤侯亦遺建茎・

葛・珠磯・犀甲・翠羽・媛熊奇獣、数通使往来、約有急相助J(r漢書』巻53景十三王・江都易

王非伝)。また、「自経変故以来、凡天府奇珍異宝、流散人間、混J民無間者、何可勝数J(r虞初新

誌』巻16所収、倉鍾玉「記古鉄条J)。

座禅に使う椅子を借りて世俗の暑さと挨を避けようとする、出されたー椀の苦いお茶に心が爽

やかになった。

僧侶は私のために寺に伝わる宝物を並べてくれた、長い年月に渉って伝えられてきたことがあ

りありとわかる すべて珍しいものである。

憶昔王網解紐日、

武臣践雇事戦伐。

冠履順逆不曽知、

却祈冥福護イ妄備。

憶う昔王綱解紐の目、

武臣践雇し 戦伐を事とす。

冠履順逆曽て知らず、

却て冥福を祈り護に仏にイ妄す。

-王綱解紐=I由是九州絶貫、王綱解紐、四海藁練。非復漢有太祖、承運神武、応期征討Ja晋書』
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巻56孫楚伝)。 ・武臣='1君子聴鐘声、則思武臣Ja礼記j楽記)。 ・践雇=I往年赤眉践

雇長安、吾策其無穀必束、果来帰降Ja後漢書』朱浮伝二十三)0 ・事戦伐=宋・蘇轍「進策
五道・民政上・第四道JI秦孝公欲井海内、商君為之唱謀、使秦人莫不執兵以事戦伐、而不得反顧j

a築城応詔集』巻9)。 ・不曽知=宋・黄庭堅「突恭二首呈任公漸」詩其二「誰為吾徒猶愛日、
参横月落不曽知Ja山谷外集』巻7)0 ・冠履順逆=I冠履倒易、陵谷代処、従小人之邪意、
順無知之私欲、不念板蕩之作、旭暢之誠、殆哉之危、莫過於今Jcr後漢書』楊賜伝四十四)。また、
「循其祖徳、弁其順逆、推育賢人、議匿不作J(r管子』四称)。 ・祈冥福護俵備=元・呉澄「題

遺!妻生JI若其刻木象、母以附父、冗施経{妄悌以祈冥福、則礼之所否、理之所無不為可也Ja呉
文正集J巻61)。

思い巡らせば、朝廷の政治がゆるんでいた時代、武士たちが我が物顔で、戦いをもっぱらにして

いた。

下克上の世の中で正義も悪も何も解ろうともせず、あの世の幸福を願ってみだりに仏に娼びて

いたのである。

聞説足利氏曽創此寺、

内外奇品争贈寄。

幸免兵馬輿祝融、

有似鬼神護且秘。

聞説らく足利氏 曽て此の寺を創り、

内外の奇品 争いて贈寄す。

幸いに兵馬と祝融を免るるは、

鬼神の護り且つ秘するに似たる有り。

-聞説=唐・孟浩然「洛中訪衰拾遺不遇J詩「聞説梅花早、知何此地春Ja孟浩然集』巻4)。
奇品=宋・司馬光「又和安国寺及諸園賞牡丹」詩「洛巴牡丹天下最、西南土沃得春多。一城奇品

推安園、四面名園接月波J(r伝家集』巻 11)0 ・幸免=I子日、人之生也直、同之生也、幸而免」

a論語』薙也)0 ・兵馬=唐・社甫「出郭」詩「故国猶兵馬、他郷亦鼓葦Ja杜詩詳註J巻9)。
-祝融=唐・張説「蒲津橋賛JI飛廉煽炭、祝融理炉J(r張燕公集J巻12)0 ・有似=韓愈「贈

崖立之評事j詩「可憐無益費精神、有似黄金鄭虚牝Ja東雅堂昌察集註』巻4)0 ・鬼神護且
秘=宋・王十朋「復安静堂旧額JI因知文字乃至宝、一時之厄庸何傷。石鼓文有鬼神護、 j住西碑

並日月光。Jcr梅渓集』巻20)。また、宋・文天祥「又贈朱斗南序JI而天地宝之不常出、鬼神秘之、
不使世人可測知也J(r文山集』巻 13)。

伝えられているところでは足利氏が昔この寺を創建し、国内外の珍しい品が競って寄進された

とか。

幸いにも戦禍と火災を免れたのは、神が守りまた隠しておいてくれたかのようだ。

鳴呼観物思昔又思今、 ああ物を観昔を思い又た今を思う、



興亡栄枯感自深。

十五代之将軍皆枯骨、

不及依然猶存古樟禽。
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興亡栄枯感自ら深し。

十五代の将軍皆な枯骨、

及ばず依然として猶お古禅禽の存するに。

11 

-興亡築枯=i興亡盛衰、栄枯代謝、是与物推移者也Ja三略直解J巻上)0 ・感自深=宋・
劉倣「秋意図首」其二「時変感自深、量伊恨越郷J(r公是集J巻 10)。 ・枯骨=i裳公路量憂

国忘家者邪、家中枯骨、何足介意。Ja三国志』巻32萄書・先主伝)0 ・樟禽=唐・社甫「謁
文公上方」詩「長者自布金、禅禽自曇如Ja杜詩詳注J巻9)。

ああこの寺の秘宝を見、古今のことを思えば、栄枯盛衰について深く考えさせられる。

足利氏の十五代の将軍たちはみな死んで骨になってしまい、変わることなくなお伝わる禅室に

及ばない。

j気車自熊谷婦東京

j気笛轟地ー聾起、 汽笛 地を轟して一声を起し、

黒煙i張天馳快駿 黒煙天に振り馳ることを快駿たり

村落横走看不定、 村落横ざまに走りて看定まらず、

疾風鵬鵬掠隻耳。 疾風鵬騰として双耳を掠む。

量膏縮地費長房、

一瞬飛過数十里。

量に膏だ地を縮むは費長房のみならんや、

一瞬にして飛過す数十里。

-轟地=宋・郵粛「靖康迎駕行Ji夜起火光迷鳳閥、鉦鼓砕轟地欲裂Ja耕欄集』巻4)0 ・糠
天=i項之、煙炎漆天、人馬焼溺、死者甚衆Ja三国志』巻54呉書・周聡伝)0 ・村落=i入
貌郡界、村落斉整知一J(r三国志』巻 16隷書・鄭j軍伝)0 ・横走=宋・陸按「竜洞j詩「蛸崖

磨天如立壁、柚根横走松倒植J(r剣南詩嚢』巻6)0 ・看不定=唐・白居易「糠綾 念女工之

労也Ji異彩奇文相隠映、転倒看花看不定。昭陽舞人恩正深、春衣一対直千金J(r白氏長慶集』

巻4)。 ・疾風鵬鵬=明・衰中道「従夷陵峰宝山至玉泉道中示同遊羅玉検詩」其二「疾風吹草鳴、

腿臆如有物Ja珂雪斎集』前集巻3)0 ・掠隻耳=明・羅記「送買生帰山東序Ji壬子暮春中吉、
有偉一生、款門願達其芸、其入空、長長疾風掠耳、驚電耀目、兵貴鋭、先以浦、随以剣也Ja圭
峰集』巻9)0 ・費長房=i列異伝日、費長房、又能縮地脈Jo(r嚢文類緊』巻72食物部・鮮)。

-一瞬=明・王世貞「和徐荊州覆水歌Ji青山百畳過一瞬、飛帆逐天天欲尽J(r穿州四部稿J

巻 19)。

汽笛は地を揺るがして起こり、黒煙は天に首長り汽車は軽快に走る。

村々は横ざまに走りすぎてしっかりと見定められず、わき起こる風はび、ゅうび、ゅうと両方の耳
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をかすめる。

距離を縮めることができたのは費長房だけなどということがあろうか、一瞬のうちに数十里が

飛ぶように過ぎた。

*明治5年、新橋横浜関に初めて鉄道が敷設された。南摩が乗った熊谷から東京(上野)の路

線は明治16(1883)年7月に開業したばかりであった。また、第一句の表現は、明治33(1900) 

年に作られた「鉄道唱歌jの歌い出しに似る。偶然の一致であろうか。

追記

前稿発表後、物流博物館の玉井幹司氏より、南摩が乗船したと思われる通運丸についてお教え

をいただくことができた。特に両国出船時刻について、前稿では、午後3時としたが、玉井氏の

ご指摘に従い、「午後2時30分頃」と訂正する。また、唐津山神社宮司佐野正行氏より『唐津山

神社創建誌Jなど、貴重な資料をご送付いただいた。ここに記して、両氏に感謝を申し上げる。




